
～ 2025年2月28日

（対象者数） 64 （回答者数） 56

～ 2025年3月19日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
スタッフが最新情報を取り入れる為の研修会等への参加や事

業所内での研修会の実施

2 ミーティング時間を増やし、個人個人に対応していきます。

3
協力医療機関との連携を強化し、より密な連携をしていきま

す。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
他事業所やこども園との情報共有をより密に取りながら対応

していく。

2
機能訓練対応可能なセラピストを増やす。事業所の拡大を今

後検討していく。

3

経験豊富なセラピストによる個別機能訓練
お子さん、保護者の方のニーズの把握と問題点の抽出を密に

行う為、個別療育は毎回面談しています。

小集団療育も１対１を超える配置による個々への対応

スタッフ間での情報共有を行い変化に気がつける環境にして

います。また、スタッフの配置も個々の能力に合わせて実施

しています。

一人一人に対するオーダーメイドの療育プログラムの実施
機能訓練以外にも車イスを含めた福祉用具の相談や作製のお

手伝いも行っています。

個別が多い為、小集団の人数が少なくなる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

大集団への取り組みが難しい。 個別・小集団を行っている為、大集団での対応ができない。

機能訓練を個々に行う為、一人に対する時間が少なくなる。
ニーズの把握を含めて現状努力しているが、利用人数を考え

ていく。

2025年2月17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年3月31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 多機能型事業所くまさんの家

○保護者評価実施期間
2025年1月6日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


